


日言, 

ホームステイで学んだこと 

わたしの主張・田川地区大会 

2 月5日（土）、田川青少年文化ホールで「わたしの 

主張」田川地区大会が開催され、田川市郡の小中学生 

1 1人が意見発表しました。 

町代表として出場したのは、林純平くん（金田中2 

年）。「外国から日本を見る」という演題で、ホームス 

テイ経験から学んだことや感じたことを交えて発表し 

ました。発表を終えると、会場に集まった46〇人の 

観衆から盛大な拍手が送られました。 

3月I日（火）から 一― 
へいちく20本増便します！ 

問い合わせ先 平成筑豊鉄道 公22-1000 

豊前大熊駅発車β手刻表 
平成17年3月1日改正 

金田駅発車時刻表 平成17 3月lB改iI 
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金田・直方方面 

分 

16（直方）53（直方） 

25（直方） 

09（直方）40（直方） 

20（金田） 

01（金田）40（金田） 

20（金田） 

20（金田）56（金田） 
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20（金田）56（直方） 
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すべて田川後藤寺行きです。 

1 4 は発車乗り場です。 

直方方面2 のりば 
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快速列車の停車駅 
（赤池、藤棚、直方） 

田川伊田・行橋方面①のりば 

分 

34（行橋） 

16（行橋）40（行橋） 

06（行橋）37（伊田）52（行橋） 

18（行橋） 

08（行橋）55（伊田） 

26（行橋）59（伊田） 

26（行橋） 

26（行橋） 

26（行橋） 

26（行橋） 

04（行橋）26（行橋） 

07（行橋）32（行橋）56（伊田） 

23（行橋）56（行橋） 

10（伊田）27（行橋） 

01（伊田）20（行橋） 

r 1快速（伊田）56術橋） 

06快速（伊田）30（行橋） 

03（伊田）26（行橋）51（伊田） 

40（伊田） 

時 

5 

6 
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快速列車の停車駅（田川伊田） 
「  印は伊田で行橋行に 

援続しています0 

平成17年3月I日改正 人見駅発車時刻表 平成17年3月I日改正 

田川伊田・後藤寺方面 直方行 

時 分 時 分 

5 5 50 

6 36（行橋）54（後藤寺） 6 13 21 43 

7 03（行橋）26（後藤寺）35（伊田）50（行橋） 7 02 18 33 47 

8 08（後藤寺）16（行橋）42（後藤寺） 8 16 44 

9 04（行橋）28（後藤寺）52（伊田） 9 02 28 

10 22（行橋）55（伊田） 10 06 33 

11 22（行橋）47（金田） 11 03 33 

12 :22（行橋）47（金田） 12 03 33 

13 22（行橋）47（金田） 13 03 33 

14 22（行橋）47（金田行橋行に接司 14 03 33 

15 22（行橋）57（後藤寺金田で行橋行に接司 15 01 29 

16 27（行橋）52（伊田） 16 01 34 

17 20（行橋）52（行橋） 17 07 34 

18 24（行橋）54（伊田） 18 00 25 46 

19 15（行橋）54（行橋） 19 12 47 

20 27（行橋）56（伊田） 20 05 33 

21 23（行橋）48（伊田） 21 07 41 

22 38（伊田） 22 25 46 

23 12（金田）35（金田） 23 

印は金田で田川後藤寺行に接続 

しています。 

田川伊田・行橋方面 金田・直方方面 

時 分 時 分 

5 36（行橋） 5 

6 18（行橋）42（行橋） 6 09（直方） 37（直方） 

7 09（行橋）40（伊田）55（行橋） 7 13（直方）42（直方） 

8 21（行橋） 8 05（金田）30（金田）57（直方） 

9 11（行橋）58（伊田） 9 20（直方）37（金田）59（直方） 

10 29（行橋） 10 25（直方） 

11 02（伊田）29（行橋） 11 25（直方） 55（直方） 

12 29（行橋） 12 25（金田） 

13 29（行橋） 13 25（金田） 

14 29（行橋） 14 25（金田） 

15 07（行橋）29（行橋） 15 24（直方） 

16 10（行橋）35（行橋）59（伊田） 16 29（直方） 

17 26（行橋）59（行橋） 17 02（直方）28（直方）55（直方） 

18 13（伊田）30（行橋） 18 19（直方）41（直方） 

19 04（伊田）23（行橋）59（行橋） 19 07（直方） 43（直方） 

20 33（行橋） 20 01（直方）28（直方） 

21 06（伊田）29（行橋）54（伊田） 21 02（直方）12（金田）36（直方） 

22 43（伊田） 22 01（金田）21（直方）37（金田） 

23 23 

1 」印は金田で直方行に 
  接続しています。 
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ど
う
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宝
見
保
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園
お
茶
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2
月
 16 

日
（
水
）
、
宝
見
保
育
園
で
毎
年
恒
 

例
の
お
茶
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

茶
道
を
と
お
し
て
作
法
、
集
中
す
る
こ
と
、
 

静
か
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
 

お
う
と
、
毎
月
第
2

・4
水
曜
日
、
き
り
ん
 

組
、
ぞ
う
組
の
園
児
た
ち
が
、
鹿
毛
智
子
先
 

生
（
宝
見
）
に
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
日
こ
ろ
の
お
け
い
こ
の
成
果
を
 

見
て
も
ら
お
う
と
保
護
者
を
招
待
し
ま
し
た
。
 

普
段
の
活
発
さ
と
は
一
味
違
っ
た
園
児
の
 

姿
に
、
保
護
者
た
ち
の
顔
も
ほ
こ
ろ
び
ま
す
。
 

ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
な
が
れ
、
心
地
よ
い
緊
 

張
感
の
中
、
心
の
こ
も
っ
た
お
茶
を
み
ん
な
 

で
楽
し
み
ま
し
た
。
 

み
ん
な
で
力
を
 

合
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せ
て
 

金
田
町
子
ど
も
綱
引
き
大
会
 

「
そ
り
ゃ
ー
、
負
け
る
な
ー
」
「
せ
え
の
、
 

よ
い
し
ょ
ー
」
と
気
合
い
の
入
っ
た
声
が
館
 

内
に
響
き
渡
り
ま
す
。
 

2
月
6
日
（
日
）
、
金
田
町
総
合
会
館
で
金
 

田
町
子
ど
も
会
綱
引
き
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
町
内
の
児
童
・
生
徒
百
三
十
人
 15 

チ
 

ー
ム
が
参
加
し
た
こ
の
大
会
は
3
本
勝
負
の
 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
者
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
も
に
気
合
充
分
 

の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
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ふれあい探訪（金田編）
～わたしたちの昔を探してみませんか～ 

わたしたちの町にも人々の生活や歴史、伝説、石碑等がた 

くさんあります。場所は分かっていても詳しくは知らない、 

そんな「なぜ、どうして・・・？」を知りたいと思いませんか？ 

『知ることは やがて 愛すること］です。ふるさと金田廿り“ 

を見直してみましょう。 

今年は、『ふれあい探訪（金田編）』 を次のとおり開催しま 

す。皆様のご参加をお待ちしています。 

才ン二J者ー才中才土 多I忌右、会、食‘言 ~ 

オ肩者iーオ中ォ土く二二 碧厳寺＜ニコ 金～ープ又庄屋x亦 

良ドブし貴一肴G才土巨ー一＼多志右、会、食‘言 
ー ー 

ート、、 

、ン ‘青ーイ恵罪頁章多墓 

【服 装】軽快な服装・運動靴・帽子 

【持参IIII】水筒・タオル 

【説明者】福田 

【そ の他】 

〇当目雨天の場合は、 

3月2611( 1:）に延期します。 

〇資料は当lI配布します。 

〇参加費は無料です。 

I I 

催】金田町青少年育成町民会議家庭部会 

催】金田町教育委員会・金田町文化財保護審議委員 

会・金田町国際交流推進協議会 

【と き】3月20日（日） 

【集合場所】金田町総合会館 

【解散場所】金田町総合会館 12:00 

【参加対象】小・中学生・成人どなたでもご自由に参加でき 

ます。親子で楽しく、健康ウォークを兼ねてご 

参加ください。 

住
 

) 
供
 

222-2200 問い合わせは 教育委員会生涯学習課 

『みんなのひろば』は、みなさんでつくるページです。投稿、 

写真や絵、イラストなどあなたの自慢の作品を広報で紹介しま 

せんか。そのほか会員募集、サークル活動のレポートなど大歓 

迎です。 

応募・連絡先／役場企画開発課地域情報係の広報担当まで 

公 22-0556（直通） 
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図書のお問い合わせは 
金田町教育委員会 
中央公民館図書室まで 

公 22-2802 
休館：毎週木曜日 

図 書 再 考 轟舞一 

介護入門 

逆説の日本史 
1~11巻 

モブ・ノリオ 著 j J
 

井沢元彦 著 

歴史教科書が書か 
ない日本の”真実’' 

がここにある！ 

~ 残虐記

桐野夏生 著 

介護の実用書、で 
はない。今期（第 

131回）芥川賞を序 

賞した小説だ。マl) 
ファナ浸りの無職の 

青年が、祖母を介護 

する日々を描く。 

': 

蕎慈嵩蕪鮮票ニ；一 

封印された 
圏の謎 

A 
井沢元彦 
・菖三繊！・ニに器器こ器’‘与～ 

失綜した作家が残した 

原稿。そこには、25年 
前の少女誘拐・監禁事件 

の、自分が被害者であつ 
たという驚くべき事実が 

記してあった。最近出所 

した犯人からの手紙によ 

って、自ら封印してきた 
その日々の記憶が、奔流 

のように溢れ出したの 
だ。誘拐犯と被害者だけ 
が知る「真実」とは・・・。 

介
護
入
門
 

モ
ブ
・
ノ
リ
オ
 

~ダレンシャりi二
ダレン・シャン 著 

橋本 恵 訳 

スティーブのむご 

い仕打ちを目の当た 
りにし、ダレンの心 

の中で凶暴で冷酷な 

「自分」が目覚めてし 

まう。ダレンはこの 
まま怪物になってし 
まうのか？ フアン 

タジー・ミステリー 
ついに完結。 
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